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北海道漁業協同組合連合会（本所：北海道札幌市、代表理事会長：川崎一好、以
下北海道ぎょれん）は、年々厳しさを増している物流環境に対応すべく、今般、国土交通省・
経済産業省・農林水産省が2019年より展開する「ホワイト物流」推進運動の趣旨に賛同し、
自主行動宣言を「ホワイト物流」推進運動事務局に提出しました。これは、全国の漁業協同
組合関連団体では日本初となります（※北海道ぎょれん調べ）。
北海道ぎょれんでは、これまでも、道内水産関連品の持続的、安定的な物流体制の構築を
目指し、取り組んできましたが、今後も、グループ一丸となり、企業の社会的責任の一環として
持続可能な物流の実現を目指して参ります。

「ホワイト物流」推進運動への賛同について

◆本件に関するお問い合わせ先
北海道漁業協同組合連合会 販売企画部（担当：栗田）
TEL 011-281-8530（平日9：00 ～ 16：30）

◆北海道ぎょれん（グループ企業含む）が取組む推奨項目
・物流の改善提案と協力（荷主・営業冷蔵庫・運送業者との連携）
・パレット等の活用による業務の効率化
・グループ工場を含む荷主からの入出荷情報の事前提供
・出荷に合わせた生産・荷づくり
・共同配送便の活用
・働き方改革に取り組む物流業者の積極的利用
・各事業団体、官公庁との課題解決プロジェクトの推進
※先に事務局へ提出済みの「持続可能な物流の実現に向けた自主行動宣言」に連動
※上記項目以外にも、本運動に寄与する取組みについては、積極的に取り進めを予定

◆「ホワイト物流」推進運動とは
深刻化が続くトラックの運転者不足に対応し、国民生活や産業活動に必要な物流を安定
的に確保するとともに、経済の成長に寄与することを目的とし、①トラック輸送の生産性の向
上・物流の効率化、②女性や60代以上の運転者も働きやすい、より「ホワイト」な労働環境の
実現に取り組むものです。当運動への参加により、業界の商慣行や自社の業務プロセスの見
直しによる生産性の向上、物流の効率化による二酸化炭素排出量の削減、事業活動に必
要な物流を安定的に確保し、企業の社会的責任の遂行等の効果が期待されています。

「ホワイト物流」推進運動ポータルサイト：https://white-logistics-movement.jp/


